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平
成
26
年
５
月
11
日(

日)

に
ザ
・
ク

レ
ス
ト
ホ
テ
ル
柏
に
お
い
て
、
第
12

回
明
治
大
学
校
友
会
柏
地
域
支
部
総

会
・
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
45
名
の
会
員
の
皆
様
と
、
千
葉

県
西
部
支
部
長
の
行
木
勝
雄
様
他
6

地
域
の
支
部
長
等
の
ご
来
賓
の
皆
様

が
出
席
し
ま
し
た
。 

総
会
で
は
宇
都
宮
支
部
長
の
挨
拶

の
後
、
議
案
審
議
に
入
り
、
平
成
26
年

度
の
事
業
計
画
、
予
算
が
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

続
い
て
、
講
演
会
で
は
明
治
大
学
野

球
部
Ｏ
Ｂ
会(
駿
台
倶
楽
部)

常
任
理

事
で
同
会
の
生
活
指
導
委
員
会
委
員

長
中
村
浩
氏
か
ら
「
お
お
明
治 

其
の

名
ぞ
我
等
が
母
校
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
ご
講
演
で

は
、
東
京
六
大
学
野
球
の
発
足
時
の
こ

と
、
野
球
と
作
詞
家
で
明
大
卒
の
故
阿

久
悠
氏
と
の
か
か
わ
り
等
を
お
話
さ

れ
ま
し
た
。 

懇
親
会
で
は
、
来
賓
者
を
代
表
し
て

の
行
木
西
部
支
部
長
の
挨
拶
、
山
田
一

一
会
員
の
乾
杯
の
発
声
が
あ
り
、
歓
談

に
入
り
、
明
大
校
友
会
本
部
か
ら
の
贈

り
物
の
焼
酎
、
日
本
酒
等
を
飲
み
交
わ

し
、
和
気
藹
々
の
う
ち
に
石
原
敏
和
組

織
強
化
副
委
員
長
の
指
揮
の
も
と
、
校

歌
斉
唱
を
し
、
駒
田
泳
三
副
支
部
長
の

締
め
の
挨
拶
で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

平
成
27
年
度
の
総
会
・
懇
親
会
に
は

会
員
の
皆
様
全
員
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。 
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６
月
15
日
浦
安
ブ
ラ
イ
ト
ン
ホ
テ

ル
に
お
い
て
、
第
11
回
総
会
・
公
開

講
演
会
、
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

出
席
校
友
は
１
３
５
名
で
、
そ
の
う
ち

柏
地
域
支
部
は
８
名
で
し
た
。 

第
１
部
公
開
講
演
会
で
は
「
浦
安
市

か
ら
見
る
日
本
の
再
生
と
創
生
」
と
題

し
て
、
講
師
松
崎
秀
樹
浦
安
市
長(

校

友)

に
よ
る
大
変
意
義
あ
る
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

第
２
部
総
会
は
明
治
大
学
経
営
企
画

担
当
常
勤
理
事
橋
口
隆
二
様
、
明
治
大

学
校
友
会
筆
頭
副
会
長
山
口
政
廣
様
、

校
友
課
長
櫛
方
隆
志
様
を
ご
来
賓
と

し
て
お
迎
え
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

第
３
部
懇
親
会
で
は
明
治
大
学
Ｏ
Ｂ

に
よ
る
演
奏
を
バ
ッ
ク
に
、
校
友
相
互

の
懇
親
を
楽
し
み
、
終
わ
り
に
全
員
が

肩
を
組
み
、
校
歌
斉
唱
を
行
い
、
盛
会
の

も
と
３
本
締
め
で

終
了
し
ま
し
た
。 

次

年

度

は

是

非
、
他
支
部
に
劣

ら
な
い
多
数
の

会
員
の
ご
参
加

を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

     

平
成
26
年
４
月
５
日(

土)

午
前
11
時
、

柏
ふ
る
さ
と
公
園
に
22
名
の
校
友
が
集
い
、

北
千
葉
導
水
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
見
学
会

を
兼
ね
た
お
花
見
会
が
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
お
花
見
会
の
前
に
北
千
葉
導
水

セ
ン
タ
ー
見
学
会
を
行
い
、
柏
で
も
こ
ん

な
施
設
が
活
躍
し
て
い
る
こ
と
に
驚
き
、

ま
た
水
の
知
識
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

北
千
葉
導
水
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
は
北

千
葉
第
二
機
場
に
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は

利
根
川
の
水
を
江
戸
川
に
流
す
た
め
に

作
ら
れ
、[

手
賀
沼
の
水
を
浄
化
す
る
」

「
洪
水
を
防
ぐ][
暮
ら
し
に
必
要
な
水

を
供
給
す
る
」
と
い
う
三
つ
の
役
割
を
持

った
導
水
路
で
す
。 

施
設
の
外
は
満
開
の
桜
で
、
手
賀
沼
を

臨
む
景
色
が
美
し
く
、
柏
に
も
こ
ん
な

環
境
の
良
い
と
こ
ろ
が
あ
った
の
か
と
感
心

し
ま
し
た
。
お
花
見
会
は
柏
ふ
る
さ
と
公

園
で
開
か
れ
ま
し
た
。
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
と

明
治
大
学
柏
支
部
の
旗
の
も
と
車
座
に

な
って
の
懇
親
会
・お
花
見
会
で
し
た
。 

前
日
ま
で
雨
で
し
た
が
当
日
は
こ
の
日
の

た
め
に
青
空
を
集
め
た
快
晴
の
も
と
、
満
開

の
桜
の
下
で
の
お
花
見
会
と
な
り
ま
し
た
。 

会
は
宇
都
宮
支
部
長
の
挨
拶
、
事
業

担
当
の
勝
俣
さ
ん
の
進
行
で
、
全
員
が

メ
ガ
ホ
ー
ン
を
使
っ
て
の
自
己
紹
介
。
広

い
場
所
の
た
め
メ
ガ
ホ
ー
ン
を
使
っ
て
話

す
こ
と
で
声
が
良
く
通
り
、
そ
の
効
果

を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。 

終
わ
り
に
事
業
担
当
の
植
田
さ
ん
か

ら
さ
さ
や
か
な
地
域
貢
献
と
し
て
『わ
か

た
け
社
会
セ
ン
タ
ー
』（障
害
を
持
つ
人
達

の
働
け
る
施
設
）
で
生
産
さ
れ
た
イ
チ
ゴ

ジ
ャ
ム
を
、
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
お
土
産
と
し
て

頂
き
ま
し
た
。
山
田
一
一
校
友
の
中
締
め

で
午
後
二
時
散
会
と
な
り
ま
し
た
。 

満
開
の
桜
に
鋭
気
を
も
ら
い
、
質
実
剛

健
の
意
思
を
確
認
し
た
懇
親
会
で
し
た
。

来
年
も
元
気
で
全
員
が
揃
う
事
を
願

う
会
で
し
た
。 

           

 
 

●
発
掘
調
査
・
博
物
館
の
仕
事
ひ
と
す
じ 

   

皆
さ
ん
初
め
ま
し
て
。
大
津
ケ
丘
に

住
み
始
め
て
、
35
年
近
く
に
な
り
ま
す
。 

去
る
４
月
５
日
、
ふ
る
さ
と
公
園
で

開
催
さ
れ
た
花
見
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
本
会
の
行
事
に
参
加

す
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
、
若
干
の

戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ち
ょ
う
ど

散
歩
コ
ー
ス
（
定
期
検
査
の
帰
り
道
）

で
あ
っ
た
の
で
顔
を
出
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

卒
業
は
、
昭
和
48
年
３
月
、
文
学
部

史
学
地
理
学
科
考
古
学
専
攻
で
、
丁
度

波
乱
万
丈
の
時
代
で
し
た
。 

卒
業
後
、
千
葉
県
教
育
委
員
会
に
採

用
さ
れ
、
高
度
成
長
に
伴
う
開
発
の
増

加
に
起
因
す
る
、
遺
跡
の
発
掘
調
査
や

博
物
館
の
仕
事
に
関
わ
り
、
平
成
20

年
３
月
に
退
職
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
再
任
用
で
３
年
間
県
立
博

物
館
に
勤
務
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
、

縁
あ
っ
て
八
千
代
市
立
郷
土
博
物
館

お

花

見

会 

昭和34年経営 

瀧澤 正保 

会

員

の

横

顔 

昭和 48年文

清藤 一順 

千
葉
県
西
部
支
部
総
会 

 

お花見会  柏ふるさと公園（4 月 5 日） 



(3) 第 14 号    明治大学校友会柏地域支部会報 「はくめい」   JUL 1，2014 

 
に
お
世
話
に
な

り
３
年
目
を
迎

え
て
い
ま
す
。 

大
学
で
学
ん

だ
こ
と
が
現
在

で
も
継
続
し
て

お
り
、
生
活
と

仕
事
の
け
じ
め

が
つ
か
な
い
日

常
を
送
る
日
々
で
す
。 

皆
さ
ん
は
、
新
し
い
駿
河
台
校
舎
の

ア
カ
デ
ミ
ー
コ
モ
ン
の
地
階
に
あ
る
、

明
治
大
学
博
物
館
に
行
か
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
？ 

か
つ
て
、
小
川
町
校
舎
に
あ
っ
た
、

商
品
博
物
館
・
刑
事
博
物
館
と
考
古
学

博
物
館
を
統
合
し
た
も
の
で
、
各
分
野

の
貴
重
な
資
料
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、

き
っ
と
満
足
さ
れ
る
所
で
す
。 

博
物
館
は
、
暗
い
・
世
間
離
れ
し
て

い
る
等
の
印
象
が
持
た
れ
て
い
ま
す

が
、
本
来
は
、
気
楽
に
、
楽
し
く
、
地

域
の
昔
か
ら
現
在
に
至
る
、
自
然
や
歴

史
、
暮
ら
し
の
様
々
な
情
報
が
得
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。 

明
治
大
学
博
物
館
や
当
館
に
限
ら
ず
、

身
近
に
た
く
さ
ん
あ
る
博
物
館
に
、
気
軽

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
、
新
た

な
興
味
を
見
い
だ
せ
る
と
思
い
ま
す
。 

●
学
生
時
代
の
で
き
ご
と 

    

私
は
、
山
口
県
厚
狭
郡
山
陽
町(

現
在

の
山
陽
小
野
田
市)

の
出
身
で
す
。
山

陽
新
幹
線
が
通
り
、
厚
狭
駅
は
日
本

海(

萩
の
近
く)

に
抜
け
る
Ｊ
Ｒ
美
祢

線
の
起
点
と
な
っ
て
お
り
、【
こ
だ
ま
】

級
が
止
ま
り
驚
き
で
す
。 

４
・
５
才
の
頃
、
胸
の
大
き
な
病
気

を
患
い
、
一
年
位
入
院
生
活
を
送
っ
た

結
果
、
小
学
校
１
年
生
を
ス
ル
ー
し
て
、

２
年
生
か
ら
通
い
ま
し
た
。
小
学
、
中

学
と
毎
年
少
し
ず
つ
運
動
範
囲
は
広

が
っ
て
い
き
ま
し
た
が
、
マ
ラ
ソ
ン
は

し
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、

野
球
が
好
き
で
、
近
所
の
仲
間
と
広
場

で
ま
ね
事
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
本
当

は
、
野
球
部
に
入
り
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で

プ
レ
ー
を
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
高

校
ま
で
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

で
き
ご
と
① 

 

大
学
入
学
し
て
先
ず
一
番
に
、
軟
式
野

球
部
の
説
明
会
に
出
て
、
入
部
を
決
め
ま

し
た
。
硬
式
と
同
様
に
東
京
六
大
学
連

盟
の
組
織
に
な
っ
て
お
り
、
昨
年
、
創
部

50
周
年
記
念
式
典
を
行
い
ま
し
た
。 

さ

て
、
現
役
の
時
に
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
２
年
生
の
春
、
リ
ー
グ
で

や
って
き
た
東
大
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
が
、
神
宮

に
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
何
回
か

応
援
に
行
った
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。 

で
き
ご
と
② 

次
は
、
大
学
に
５
年
間
通
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
２
年
生
か
ら
駿
河
台
校
舎

に
上
が
る
時
に
、
必
須
単
位
の
体
育
の

出
席
日
数
が
足
り
ず
留
年
で
す
。
軟
式

野
球
部
に
在
籍
し
て
お
り
、
高
を
括
っ

て
い
ま
し
た
が
結
局
ダ
メ
で
し
た
。 

当
時
、
ク
ラ
ス
担
当
だ
っ
た
、
邦
高
忠

二
教
授(

英
語
学)

の
自
宅
ま
で
直
談
判

に
行
き
ま
し
た
が
、『
長
い
人
生
の
中
の

1

年
位
ど
う
っ
て
こ
と
な
い
』
と
言
わ

れ
、
飲
ん
で
行
け
と
鱈
腹
洋
酒
を
ご
馳

走
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
新
宿

西
口
大
ガ
ー
ド
下
の
、
通
称
シ
ョ
ン
ベ

ン
横
丁
に
何
回
か
お
供
し
ま
し
た
。
卒

業
後
、
山
口
で
の
結
婚
披
露
宴
に
出
席

頂
き
、
い
い
記
念
に
な
り
ま
し
た
。 

で
き
ご
と
③ 

大
学
２
年
の
夏
、
大
阪
万
博
の
年
に
、

東
京
か
ら
山
口
ま
で
自
転
車
で
帰
省
し

ま
し
た
。
ア
ル
バ
イ
ト
で
自
転
車
を
買
い
、

旅
費
を
作
り
ま
し
た
。
２
週
間
位
か
か

っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
親
戚
に
泊
ま
っ
た

以
外
は
、
寝
袋
を
使
い
ま
し
た
。
姫
路

城
の
前
の
庭
か
ら
寝
転
ん
で
見
上
げ
た
、

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
天
守
閣
が
素
晴

ら
し
か
った
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。 

実
家
に
着
い
た
と
き
、
親
で
も
わ
か
ら
な

い
ほ
ど
真
っ黒
に
日
焼
け
し
て
い
ま
し
た
。 

●
明
大
校
歌
に
は
無
形
の
パ
ワ
ー
が
あ
る 

   

昭
和
49
年
３
月
25
日
、
日
本
武
道

館
で
の
卒
業
式
か
ら
ち
ょ
う
ど
40
年

経
っ
た
本
年
４
月
５
日
入
学
以
来
の

仲
間
９
名
が
集
ま
っ
て
勝
浦
へ
記
念

旅
行
。 

宴
の
〆
に
は
全
員
で
お
お
明
治
！

そ
れ
ぞ
れ
の
結
婚
披
露
宴
や
、
子
供
達

が
幼
い
頃
に
毎
年
行
っ
て
い
た
旅
行

会
も
校
歌
斉
唱
は
必
須
で
し
た
。 

昨
年
５
月
、
初
め
て
出
席
し
た
明
大

校
友
会
柏
地
域
支
部
会
で
、
最
後
に
全

員
で
肩
を
組
ん
で
お
お
明
治
。
忘
れ
か

け
て
い
た
よ
う
な
、
と
で
も
言
い
ま
し

ょ
う
か
、
明
大
校
歌
に
は
無
形
の
パ
ワ

ー
が
あ
り
、
又
こ
の
会
に
参
加
し
な
け

れ
ば
と
思
わ
せ
る
も
の
を
持
ち
合
わ

せ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

昭和 49年商 

金田 登志夫 

八千代市立郷土博物館 

昭和 49 年政経 

今井 享 
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一
年
後
の
５
月
11
日
の
懇
親
会
の

席
上
に
て
幹
事
役
へ
の
要
請
を
頂
き

ま
し
た
が
、
柏
が
終
の
棲
家
と
な
り
ま

す
し
、
地
域
へ
の
貢
献
や
さ
さ
や
か
な

が
ら
で
も
母
校
の
た
め
に
な
る
の
で

あ
れ
ば
と
喜
ん
で
お
引
き
受
け
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。 

話
の
順
序
が
逆
に
な
り
ま
し
た
が
、

私
は
昭
和
26
年
１
月
に
和
歌
山
で
生

ま
れ
、
県
立
橋
本
高
校
を
卒
業
後
、
昭

和
45
年
明
大
政
経
学
部
経
済
学
科
入

学
、
卒
業
後
は
大
塚
製
薬
㈱
に
入
社
、

37
年
勤
め
２
０
１
１
年
１
月
で
定
年

退
職
、
そ
の
後
は
全
く
別
の
仕
事
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

今
後
は
諸
先
輩
方
の
お
話
を
よ
く
お

聞
き
し
な
が
ら
、
少
し
で
も
お
役
に
た
て

る
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

 ●
柏
市
・
柏
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
附 

本
年
２
月
20
日
、
宇
都
宮
支
部
長
に
同

行
し
て
第
７
回
明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン

倶
楽
部
東
日
本
大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

演
奏
会
の
収
益
金
か
ら
、
柏
市
役
所
防
災

安
全
課
、
柏
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
附

を
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。
左
の
写
真

は
柏
市
役
所
か
ら
の
感
謝
状
で
す
。
柏

市
社
会
福
祉
協
議
会
発
行
情
報
誌
『
紙

ひ
こ
う
き
』
５
月
号
に
寄
付
者
と
し
て

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

（
植
田
宗
康
） 

        ●
新
幹
事
の
紹
介 

今
年
、
新
た
に
選
任
さ
れ
た
２
名
の
幹

事
を
紹
介
し
ま
す
。 

昭
和
49
年
政
経 

今
井 

享 

（事
業
） 

昭
和
49
年
文
史 

村
田 

行
成
（情
報
） 

会
員
の
皆
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

●
新
春
の
集
い 

１
月
25
日
（
日
）、
麗
宮

飯
店
に
お
い
て
30
名
の
校

友
が
集
い
、新
春
の
集
い
が

開
か
れ
ま
し
た
。（
新
春
の

集
い
は
毎
年
一
月
最
後
の
日

曜
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。） 

開
催
に
先
立
ち
、
今
年
の

干
支
で
あ
る
午
年
の
校
友

の
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

会
は
宇
都
宮
支
部
長
の
挨
拶
で
始
ま

り
、
参
加
者
全
員
の
自
己
紹
介
・
近
況

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
歓
談
の
中
で

思
い
が
け
ず
、
身
近
で
活
躍
す
る
校
友

が
み
つ
か
り
、
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。 

締
め
は
い
つ
も
の
と
お
り
、
校
歌
斉
唱
。

年
に
数
回
、
大
声
で
校
歌
を
唄
う
の
も

良
い
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

●
柏
・
流
山
・
我
孫
子
合
同
ゴ
ル
フ
大
会 

６
月
４
日
（
水
）
、
紫
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
・
あ
や
め
コ
ー
ス
に
て
柏
、

流
山
、
我
孫
子
合
同
ゴ
ル
フ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
梅
雨
入
り
前
の

好
天
気
に
恵
ま
れ
、
緑
の
濃
い
コ
ー

ス
に
て
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

参
加
者
25
名
（
柏
７
名
）
で
、
優
勝

は
都
筑
日
出
元
さ
ん
（
我
孫
子
）
、
第

２
位
は
川
田
定
生
さ
ん
（
我
孫
子
）
、

第
３
位
は
竹
之
内
明
さ
ん
（
柏
）
と
な

り
ま
し
た
。
今
回
は
柏
の
参
加
者
が
体

調
不
良
等
で
キ
ャ
ン
セ
ル
が
あ
り
、
少

な
め
で
し
た
が
、
パ
ー
テ
ー
の
締
め
で

は
、
柏
の
石
原
敏
和
さ
ん
に
リ
ー
ド
を

お
願
い
し
、

明
大
校
歌
を

参
加
者
全
員

で
熱
唱
し
ま

し
た
。 

次
回
は

11

月
で
す
。

柏
の
皆
さ

ん
、
奮
っ
て

参
加
し
ま

し
ょ
う
。 

イ

ベ

ン

ト

の

報

告 

委
員
会
か
ら
の
報
告 

平成２６年度イベントのお知らせ 
● 梨狩り家族大会 
８月２３日（土）、柏市高柳、丸八観光果樹園 
☎(０９０）１４０４‐１１３８(植田) 

■全国校友新潟大会 
９月６,７日(土・日)、朱鷺メッセ 
☎(０４）７１７３‐７３０１(宇都宮) 

●明治大学中野キャンパス見学会 
今秋 実施予定 
☎(０９０）１４０４‐１１３８(植田) 

■ホームカミングデー 
１０月１９日(日)、駿河台キャンパス 

昭和 29,39,49,59,平成 6,16 年卒業の校
友には校友課から招待状が届きます 

◆大堀川の清掃参加 
 １０月の予定 

☎(０４）７１７３‐７３０１(宇都宮)  
●ゴルフ大会 
春秋 2 回、次回は１１月の予定 
☎(０４）７１３１‐３４０６(加茂)  

◆明早ラグビー観戦 
 １２月 7 日(日)、場所未定 

☎(０４）７１７３‐７３０１(宇都宮)  
○寶井講談修羅場塾 
１２月 7 日(日)、お江戸日本橋亭(日本
橋三越前) 木戸銭無料 
☎(０４)７１６４‐０６１０(佐々木)  

●新春の集い 
平成２７年１月３１日(土)、麗宮飯店 
☎(０４）７１３１‐３０８０(竹之内)  
 
 

イベントのマーク ●：当会が主催・共催・協賛、■：上位組織が主催、○：当会会員が出演、◆：会として参加・鑑賞・観戦   


